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～公共ふ頭に陸上電力供給システムを設置～

今日お伝えしたいこと

カーボンニュートラルポート形成にむけて



3

〇2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略

カーボンニュートラルポート(CNP)をとりまく背景

カーボンニュートラル実現に向けた動きが加速

〇菅内閣総理大臣所信表明演説

2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す

(2020年10月26日)

(2021年6月18日)

港湾におけるCNPの形成

脱炭素化
港湾

輸出入の99.6％を取扱う物流拠点

CO2排出量の約60％を占める産業拠点
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神戸港CNP形成計画

：電力の供給

：水素の供給

：コンテナターミナル

凡 例

水素受入・輸送拠点

神戸空港の脱炭素化
（再エネ、水素、e-メタン、SAF等の活用）

電力供給拠点

水素CGS

陸上電力供給
システムの導入

ブルーカーボン

｢港湾｣と｢空港｣
の連携

港湾ターミナル内

荷役機械等の
電化

荷役機械等の
FC化

照明LED化
PV導入

定置型燃料電
池の導入

再エネ電力
への切替

陸電の
導入

：水素等の取組

：電化等の取組

：その他の取組

出入船舶・車両

モーダルシフトの推進 バンカリング拠点化

CONPAS等
による効率化

トラック、船舶等の
燃料転換

陸電の導入(船側の対応)

電気推進船の導入
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海外との連携

米国ロングビーチ港と港湾脱炭素化に関する覚書締結

(脱炭素化を共通目標とし、相互協力･情報共有を行う)

米国ロングビーチ港のCNPに関する主な取り組み

・陸上電力供給システム

・荷役機械電動化

・水素ポテンシャル調査

米国ロングビーチ港の荷役機械電動化ロングビーチ市長のロバート・ガルシア氏が神戸市を訪問
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陸上電力供給システムの導入

停泊中は船内の発電機(重油)で発電し、照明や空調等に電気を供給

再生可能エネルギー由来の電力を船舶に供給

陸上電力供給システム

港

太陽光発電など

再生可能エネルギー

由来の電力

電力

(非化石証書付)
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陸上電力供給システムを設置

陸上電力供給システム

設置場所

新港第１突堤

給電時期

11月28日(火)

対象船

練習船(L=91ｍ)

＝設置場所(新港第１突堤)

メリケンパーク

(C)PASCO (C)Geo Technologies,inc
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内航貨物船向け陸上電力供給システムも設置

設置場所

新港東ふ頭

給電時期

2024年4月供用開始

＝設置場所(新港東ふ頭)

イメージ 提供：富士電機株式会社

10m

内航貨物船への給電作業中のイメージ

対象船

内航貨物船(予定)
(C)PASCO (C)Geo Technologies,inc
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さらなる普及にむけて

ニーズに対応する陸上電力供給システムの拡充を進める

対応船舶の増加に向けた
船社等の理解の醸成

再生可能エネルギーの確保

電気使用料金重油料金

電気使用料金･重油料金差への支援

2,000万円/年

1,700万円/年

(2021年度実績を基に新港第1突堤における料金を試算)
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これからも神戸港が世界から選ばれる港になるために

CNPの形成に向けた取り組みを進めていきます


